

































































































































































































































































のような使用例は以下に見られる。Rhetorika:Schriften zur aristotelischen und hellenischen Rhetorik, 
Olms Studien, 1968.今道友信「修辞学の史的展望」、『理想』５９５号（１９８２年１２月）
　２）なお、アーレントとレトリカ（レトリック）の関係について触れた研究には次のものがあるが
本稿では立ち入ることができなかった。Theodore Kisiel, Rhetorical Protopolitics in Heidegger and 
Arendt, in:Daniel Gross and Ansgar Kemmann, Hedegger and Rhetoric, Suny, 2005. ならびにMichiko 
















る。まさにこうした言論の潜在力をレトリカは養おうとしていたのである。Mary McCarthy, Saying 





　６）２０世紀においてもLothar　Bornscheuer, Topik, Suhrkamp, 1976.などの試みがあること、法律学では
フィーヴェク『トピクと法律学』植松秀雄訳木鐸社の試みが注目されている。
















　１７）On Humanity in Dark Times:Thougt about Lessing, Translated by Clara and Richard Winston,  in:Hannah 
Arendt, Men in Dark Times, New York, 1968. 阿部斉訳『暗い時代の人々』河出書房、１９７２年。





















社、１９８０年、Gert Ueding，Moderne Rhetorik, Von der Aufklärung bis zur Gegenwart, C.H.Beck, 2000.
キーワード：アーレント、キケロ、フマニタス、ヤスパース、レトリカ、レトリック
（MURAI Hiroshi）
